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 子宮癌に対する担体の防楯力の一部は,癌周囲組織の態度・の差として表現され,この防衛反応
 には局所の自律神経機能がきわめて密接な関係を有することが明らかにされた。即ちマウヌの子
 宮癌発生実験によれば,労頚管自律神経節の破壊乎よ浸潤癌の発生およびその進展を促進し,逆に
 神経発育促進因子として知られるNαFを投与して該神経節を機能亢進湾せると艇溝塘の発生調
 よび癌進農が著しく抑制されることが知られている。そこて,手術標本を用い人子宮頸にわける
 労頸管自律オ:f群瑳節の月斤在を1追及すると共に更9こそ才しと一子宮ヲ苗との[蝿連にづしへて換言寸をr試み・た。
 実験材料と方法
 広範性子宮全摘術による子宮および労頚管自律神経節を含む様に誌靱帯頸部端,労腰音合織を
 含めて摘出した単純子宮全捌術による子宮を.用いた。材料を,aフ対照群一頻膝部上皮に何ら異
 常をr認ど)なしへものb)」二皮内癌イ浮一毛博前(つ生ヰ貴様二本で上皮内チ薪と診幽手され術フ旨の連続切片によ
 る検索でも上皮内癌であったものの癌群一』F宮頸際部癌工,II期のものの癌NGF注射
 群一1回3恥診のNGFを隔日5圏,計15η呼筋注後手術した子宮頚際部癌1,夏期のもの一
 ・・)4群にわけた。染色はHema七〇xyコ・in-EOsin喜趣色と共に,aCriαinOrange染
 色をおこない螢光鎮微鋭観察に供した、
{
 実験成績と考察
 労働管自律神経節は主'として基劔帯頚部端で,労頸労膣結合織の移行部rこ存在し,頸部筋層内
 には神経線維のみで神経箇は存在しなかった。神経節は細長ぐ平均800x40Oμでこの中に
 ・平均80コの神経細胞を認めた。神経細胞は円形～栢円形で,大きさは25x50μで各群とも
 殆んど同一であった。神経篇内の毛細巌管拡張度は各群とも軽度のものから高度のものまで種々
 の段階を認めた。その意義は尚不明であるが,同一例については各神経節とも同様の傾向を示し
 単なる局所的変化とは考'えられなかった。神経細胞の水腫様変性について見るに,.上反内癌群で
 は高度の変性を示すものを記紀)なかったがその弛の欝では軽痩のものから高度のものまでありそ
 の間に有意の差を認めなかった。又年令による差もなかったが,同一例については一定してむり
 何等かの系統的変化を示すものと考えられた。神経細胞の核を正常型と考えられる1型,Chr-
 o鵬τo■ySeを示す夏型,不正型でOhrO皿a七in分布の不均一な皿型,pyknoseを示す
 jy型にわけて見ると,各例とも1からW型の冬型が混在するが一番高率に認められる核型を比較i
 すると各群問に著明な差を認めた。即ち対照群では1型を示すものが多く,癌群ではW型を示す
 もの;が圧倒的に多かったG又1+五型>皿+W型をA,工+夏型く班+iy型乞Bとすると,対照
 群・上皮内癌群は全例Aに属し,癌群では全例かBに,癌NGF注射群もほほ癌群と同様の傾向
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 欄欄・『
 で5剛・朔ンう馴噺ノン乞.膿めた翻蹄翻胞の1嬬雛醐航と1=主出漁いが演
 膿モ姻等か吸漉赫と,ナ9えら腰掛甥蛾瀞1織1購書醜て幡としハうこと縄鴛
 う.灘軸離齢駅蹴癬1羅撒の鰭観る鋤畷駕繊㍑る鰐を焼麓
 た.轍の戴は若嚥色刎,老化の赤饒5とする6段螂オっ磁鮫顯した・緋とも
 艫綱鄭l」邑,壁離し(・～縫示し,神灘維も麟講欧4繍は・を,雛上の核鵬
 岱は、麟魅螂分嗣様蠣証あった紳聞老化嚇舖毛て髄,雛で5・雛
 上の核で4翻しフ庫)勧つた.神麟欄質騰挽も睦オミし・又離細胞の働。～1
 透:赤禍の伽、もと穿つた綿旛よ繍睡F注鱗の轍で磁が2を示した・神榊1胞
 の細蟹磯光は麟葡てきわめて轍雌議した調」ち対1騨徹・～ぽあ銃の1て繍
 駕大部駕、:5赫臨上皮隔縄対照1磨と同様の傾晩示し襯轡師旨闇惚携れ妙
 つ・編鼎凹注難で鵬～4で5蛎し姉のが例もたかった点きわ駅湘されるQ
 層GFは仔牛顧下線からの抽出物であるマウヌの労頸管自律神経節の肥大をもたらすと言われて
 い赫,今山4騒で繭獅・神撒伽大きさ隙静思め弘焔勤類でも麟と醐
 蹉を鋤勧、つたが,これ臓初の酬からわずカ・1・目後噛出齢膿本筋るこ・と誘
 えれ融然と謙る.しかし鞭髄耀鵬の螢光翻灘比し鵬力・に緑色照翻し飾
 り,齢畷駅よる雛細1画幾融着灘継漏・以上ほ皮内癌で鷹蝋自律羅節
 の酷が鋤られず{簗齢では譲の麟力敵)られると励こ臓灘動物実験で卵這績と
 き,1フめてよく一瓢て籾,入棺細難絃び蟹と醐管醗1醗機能と斧隊醸礪
 係が存在するものと解され,る。
結論
 舗桝を腓糖,上皮隔,浸灘,癌凹曙鱗暁購辮ネ雛既H一稼色・
 a。r地n.。ran餌染形よ鵬際し次の緯1鏑得た。P労蜷鰍柵鋤弦基靱融部
 撒,脳一州綿餓鮪茎在した。2〉耐食の胸髄律神糸鄭朧鰍珈銚の・購
 躯一,、ee嚇すもの綴か歌.5噸沈澱鏡で観鮒ると・痛物榊劉鰍老齢赤
 脚)翻',対麟で購(融言局が碁重加た一嘱齢F注鱗徹本中経撒醗拓蹴
 ン謙醐醜き,神脚胞の機能改善力轍1された。5♪上皮触鋤蜘翁二自鮒静脈繍
 しし(障翫尉もの耀めら焼かつた。6)以上の購より人子簾の発脇'よ確展と撒
 管自律神経節機能との悶には深い関係力{あると考えられる。
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 審査結果の要旨
 著者の属する教室ではラットの労頸管神経節は実験子宮頸ガンの発生かよび進展に大きな影響力
 をもつことを報告してきた。今回著者は人間¢)子宮ガンといわゆるFrallkenhaeuεer神経節
 との間にも動物にお・けると同様の関係が認められるか否かについて検討している。材料は対照とし
 ては子宮筋腫5例、頸管裂傷1例、エンドメトリオージス1例の計5例、上皮内ガン5例、第1期
 ガン7鉱第2期癌2鍬神経生長促進1身ヨ子(NαF)5解宛5日間注射した子宮頸ガン5例である。
 実験成績は1)Fra!磁enhaeu50r神経節は子宮腟部の高さで、子宮頸壁から1～2刑が外方
 で、嚇と5時の部位に親獣る。大細め神緻鰍8・似400∫杷大熱で、各神経節は平
 均80個の神経細胞を認めた。2)ヘマトキシリン・エオジγ染色による変化を見るに、神経節に
 お・ける.毛細管拡張像は対照もガン群も同じようであった。
 神経細胞の浮腫1生変性は対照群とガン群では顕著であるのに上皮内ガン群ではこの変性を認めな
 かった。この神経細胞変化が対照群に存在する理由については説明できないが、実験カンに於いて
 上皮内ガン欝では労頸管神経節細胞に変化なく浸潤ガン群で変化著明だつた事実と一致するもので
 あろ。
 神経細胞核の変化を比較すろに対照群蔚よび上皮内カシ群では軽度変化のものが多いに反し、浸
 潤ガン群では高度変化のものが多かった。NeF・注射群では高焚変化4例に対し軽度変化1例であ
 った瓜これは今回の実験程度ではNGFの効果発現が未だしいものと推定される。5)アクリジ
 ン・オ'レンジ染色したとき発する二1欠蟹光を観察するに、血管壁の色調には各群間に芸馨重がなく、
 神経線維の螢光1二t、対照むよび士皮内ガン群で緑色であるに反し、ガン群では9例中7例は緑色、
 黄色や橙色を呈したものが各1例あった。神経細胞の核は、対照むよび土皮内ガンで橙色であるに
 対し、浸潤ガン群では6側は橙色であったが5爾は褐色であった。N“1注射群では全例対照群と
 同じ所見であった。
 神経細胞蔓)細胞質の螢光は、対照群の全例が緑色または黄緑色であり、上皮内ガン群では緑色、
 黄緑色、黄色各1例であるに反し、浸潤ガン群では5例が赤色、褐色、橙色、緑色、黄緑色各コ例
 宛であった。NGF注射群では赤色を呈するものはなく、橙色または褐色であった。
 即ちガン群では二次螢光が赤色側に傾き、神経細胞の障害度が高いのに反し、対照群および上皮
 内ガンでは緑色個の螢光で障モ宴1麦の低いものが多いことを知った。
 以上のような所見はガンによってFrankenhaeuser神経節が障害されることを示すもので
 あり、このことがまたガンの進展を促進するものであることは教室の別の研窪から判明している。
 また、N(}F注射は神経節障害を軽減してることも判明した。
 本研究は子宮ガン治療に従来とは全く変った分野が存在することを示唆するものであり学位授一与
 に値づ一るものと半ll定した。
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